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「
久
万
高
原
ト
マ
ト
」
は
、
県
内
一
の
夏
秋
ト
マ
ト
産
地
で
、
品

質
も
県
内
外
で
高
い
評
価
を
得
て
い
ま
す
。
今
年
も
エ
コ
フ
ァ
ー

マ
ー
の
認
定
を
受
け
た
１
０
０
戸
の
農
家
が
、
約
21 

ha
の
雨
除
け
ハ

ウ
ス
で
ト
マ
ト
を
栽
培
。
部
会
と
Ｊ
Ａ
が
一
体
と
な
っ
て
、
生
産
基

盤
の
拡
充
と
生
産
量
確
保
（
増
収
）
を
重
点
に
、
栽
培
講
習
会
等
組

織
活
動
を
積
極
的
に
展
開
し
、
長
期
安
定
出
荷
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

　
Ｊ
Ａ
松
山
市
久
万
高
原
野
菜
選
果
場
（
久
万
高
原
町
）
で
は
、「
久

万
高
原
ト
マ
ト
」
の
ブ
ラ
ン
ド
の
名
に
恥
じ
な
い
バ
ラ
ツ
キ
の
な
い

商
品
を
安
定
的
に
届
け
る
た
め
、
連
日
約
40
人
体
制
で
、
作
業
が
続

き
ま
す
。
農
家
か
ら
持
ち
込
ま
れ
た
ト
マ
ト
を
高
性
能
カ
メ
ラ
で
着

色
、
果
形
、
外
傷
を
判
断
し
49
の
等
階
級
（
色
分
け
含
む
）
に
分
け

ら
れ
、
次
々
と
箱
詰
め
。
鮮
度
を
保
つ
た
め
、
冷
蔵
庫
で
十
分
に
予

冷
し
た
後
、
保
冷
車
で
京
阪
神
を
中
心
に
四
国
・
県
内
の
市
場
に
向

け
て
出
荷
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
６
月
28
日
に
選
果
が
ス
タ
ー
ト
し
、
７
月
下
旬
か
ら
８

月
末
の
ピ
ー
ク
時
に
は
１
日
５
、０
０
０
～
６
、０
０
０
ケ
ー
ス
（
１

ケ
ー
ス
４
㎏
）
を
出
荷
。
11
月
中
旬
ま
で
の
期
間
中
、
42
万
ケ
ー
ス

（
１
、６
８
０
ｔ
）
の
出
荷
を
見
込
ん
で
お
り
、
忙
し
い
日
々
が
続
き

ま
す
。
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今月の表紙

　待ちに待った夏休みは涼を求めて、河
原へGO！　テントを張って、火をおこ
し、飯ごう炊飯、バーベキュー。渓流の
流れをそのまま調達して、竹筒を組めば、
ステキな天然そうめん流しの完成です。
野菜嫌いの子供たちも今日ばかりは好き
嫌いなく完食しています。青空ダイニン
グには魔法の ‘おいしい’ スパイスが効
いているみたいですね！

●表紙：川遊び
　　　　はら　ふみ（イラストレーター）

農の風景Vol.151

夏秋トマトの出荷
（久万高原町）

●2　 　〈特集〉

	 「トータルアグリード事業」③畜産事業の取り組み

	 	消費者に支持されるブランドづくり、
	 生産者の経営安定をめざす
●5　　 『ふれ愛・媛ポーク』キャラクターネーミング発表会
 「道後温泉で伊予牛『絹の味』食す。」キャンペーン

●6　　 THE・ねっとわーく

●7　　 統計BOX

●8　　 ふるさと  ESSAY  VOL.219

「東京パラダイス」制作秘話
レーモンド松屋さん

●10　　 TOPIC NEWS

●14　　 JAふるさと自慢Vol.151「直売所めぐり」

 周ちゃん広場〜ＪＡ周桑〜

●16　　 READERS通信

NOW  NOW  COOKING
〈今月の素材〉長なす（なす）

July 2013

※『あぐり〜ど』は、「愛媛農業（Agriculture）」を「リード（Lead）
する」という意味と「心を一つにする（Agreed）」という意味を
込めています。

JA全農えひめ情報

私たちは「安心」を3つの視点で考えます。

○	営農と生活を支援し、元気な産地
づくりに取り組みます。

○	安全で新鮮な国産農畜産物を消費者
にお届けします。

○	地球の環境保全に積極的に取り組み
ます。

全農グループの経営理念

私たち全農グループは、
生産者と消費者を安心で結ぶ

懸け橋になります。

ホームページ
http://www.eh.zennoh.or.jp

JA全農えひめ

■JA全農えひめ「えひめの食」企画
　　　http://www.eh.zennoh.or.jp/ehimenosyoku/
　　　※「えひめの食」では、旬の農産物情報を発信しています。

◆㈱えひめ飲料　
　　　http://www.ehime-inryo.co.jp

◆JAえひめアイパックス㈱
　　　http://www.iyokkora.jp/

◆JAえひめ物流㈱
　　　http://www.jat-ehime.co.jp/

◆JAえひめフレッシュフーズ㈱　
　　　http://fresh-ranran.jp/

◆㈱ひめライス　
　　　http://www.himerice.jp/

◆JAえひめエネルギー㈱　
　　　http://www.ja-ehimeene.co.jp　



　

県
内
を
中
心
と
し
た
需
要
に
応
え
る
た

め
、
肉
牛
５
、５
５
０
頭
・
肉
豚
20
万
頭

の
取
り
扱
い
が
維
持
で
き
る
生
産
基
盤
を

構
築
し
ま
す
。
そ
の
た
め
、
Ｊ
Ａ
全
農
え

ひ
め
と
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
会
社
が
連
携
し
、

成
績
向
上
に
向
け
た
経
営
指
導
・
技
術
研

修
会
等
を
通
じ
て
規
模
拡
大
を
支
援
し
ま

す
。

の
育
種
価
向
上
と
繁
殖
基
盤
を
拡
大
し
ま

す
。

⑵　

肉
豚
20
万
頭
体
制
の
構
築

　

経
営
環
境
悪
化
に
よ
り
廃
業
農
家
が
増

え
る
中
、
生
産
性
向
上
に
よ
る
養
豚
農
家

の
経
営
体
質
強
化
を
図
る
た
め
、大
規
模
・

中
核
農
家
を
対
象
に
、
農
家
巡
回
指
導
と

経
営
検
討
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

ま
た
、
Ｊ
Ａ
全
農
え
ひ
め
広
見
種
豚
増

殖
セ
ン
タ
ー
で
は
、衛
生
管
理
を
強
化
し
、

健
全
な
種
豚
の
安
定
供
給
に
努
め
ま
す
。

１
．
畜
産
生
産
基
盤
の
強
化

　
　

対
策

　

Ｊ
Ａ
全
農
え
ひ
め
で
は
、
平
成
25
年
度
か
ら
「
ト
ー
タ
ル
ア
グ
リ
ー
ド
事
業
」
を
展
開
し
、
担
い
手
の
所
得
確
保
と
経
営
安

定
化
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

畜
産
事
業
で
は
、「
消
費
者
に
支
持
さ
れ
る
ブ
ラ
ン
ド
づ
く
り
、
生
産
者
の
経
営
安
定
」
を
め
ざ
し
て
、
強
固
な
生
産
基
盤

づ
く
り
と
と
も
に
、
ブ
ラ
ン
ド
の
品
質
と
安
全
性
を
高
め
、
販
売
先
・
消
費
者
に
対
し
て
ブ
ラ
ン
ド
の
認
知
度
向
上
と
地
産
地

消
の
理
解
醸
成
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

⑴　

肉
牛
５
、５
５
０
頭
体
制
の
構
築

　

伊
予
牛
「
絹
の
味
」
ブ
ラ
ン
ド
の
維
持

拡
大
と
品
質
向
上
を
図
る
た
め
、
生
産
技

術
研
修
会
・
枝
肉
研
修
会
・
共
進
会
を
開

催
し
、
生
産
者
の
生
産
意
欲
増
進
を
め
ざ

し
ま
す
。

　

繁
殖
牛
の
生
産
基
盤
を
維
持
す
る
た

め
、
生
産
技
術
研
修
会
・
子
牛
品
評
会
等

を
開
催
す
る
と
と
も
に
、
安
定
的
な
需
給

構
造
を
構
築
す
る
た
め
、
年
６
回
の
子
牛

臨
時
市
場
を
継
続
し
て
開
設
し
ま
す
。

　

愛
媛
県
が
開
発
中
の
ブ
ラ
ン
ド
牛
を
共

に
進
め
、
生
産
者
が
所
有
す
る
肥
育
牛

特

集

◆特集：「トータルアグリード事業」③畜産事業の取り組み

消
費
者
に
支
持
さ
れ
る
ブ
ラ
ン
ド
づ
く
り
、

生
産
者
の
経
営
安
定
を
め
ざ
す
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肉
豚
の
生
産
性
向
上
対
策
と
し
て
、

農
家
巡
回
指
導
や
個
別
検
討
会
、
研
修

会
を
通
じ
て
、
母
豚
一
頭
当
た
り
24
頭
の

肉
豚
出
荷
を
目
標
に
、
生
産
性
向
上
に

向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
（
表
１
）。

　

生
産
性
向
上
に
よ
る
養
豚
農
家
の
経

営
体
質
強
化
を
図
る
た
め
、
Ｊ
Ａ
・
Ｊ

Ａ
全
農
え
ひ
め
と
Ｊ
Ａ
西
日
本
く
み
あ

い
飼
料
㈱
、
Ｊ
Ａ
え
ひ
め
ア
イ
パ
ッ
ク

２
．
生
産
性
向
上
対
策
・

　
　

コ
ス
ト
削
減
対
策

トータルアグリード事業　～消費者に支持されるブランドづくり、生産者の経営安定をめざして～

畜 産 事 業 概 念 図

消　費　者 （愛媛農業への理解醸成と地産地消）

生　産　者 （部会、大口、法人）

販促企画 食育・ふれあい広報（TV、HP）

《伊予牛「絹の味」》　《ふれ愛・媛ポーク》

販売事業の強化対策

【方針】県産の強みを活かした販売企画提
案、定期的なブランドPRによる認知度向
上、県内企業への理解醸成の取組強化を
めざす。
----------------実施事項----------------
１．国産農畜産物消費拡大運動・キャン

ペーンの実施
２．SPレディを活用した、スーパー・量

販店向け試食宣伝・販促活動の実施
３．県内企業へのブランド品紹介プレゼ

ン会の開催
４．全農ミートフーズと連携を強化し、

大消費地の販売強化と収益性の改善
対策

----------------目　　標----------------
１．試食宣伝、年200回の実施
２．企業プレゼン年６社の開催

畜産生産基盤の強化対策

【方針】愛媛の畜産産地が、諸外国の攻勢
や産地間競争に打ち勝つために、定時定
量定質を基本に、ブランドとしての肉質
保持、安全安心な畜産物の生産をめざす。
----------------実施事項----------------
１．中核養豚農家への定期的経営指導に

よる成績向上と規模拡大支援
２．大口養豚農場との連携、情報交換
３．県ブランド牛の定着促進による、育

種価の向上と繁殖基盤の拡大
４．種豚の安定供給と臨時家畜市場の運

営
----------------目　　標----------------
１．肉豚20万頭体制の構築
２．肉牛5,550頭体制の構築

生産性向上対策・コスト削減対策

【方針】飼料価格の高騰や国際化の進展に
対応できる畜産経営の確立を図るために、
生産性の向上・品質改善、耕畜連携で飼
料コストの低減をめざす。
----------------実施事項----------------
１．中核農家への巡回指導、定期的経営

検討会を開催し、生産性向上対策を
支援

２．系統養豚生産性向上プロジェクト班
の設置

３．家畜衛生検査クリニックの加入促進
４．粗飼料・飼料米など代替飼料開発に

取り組み、耕畜連携による生産コス
ト削減

----------------目　　標----------------
１．母豚一頭当たり24頭の肉豚出荷
２．１％の代替飼料転換

表１　肉豚の生産性向上対策　取り組み具体策と役割分担

役　割　分　担

１．�養豚生産性向上プロ
ジェクト班設置 ＪＡ全農えひめ ＪＡ西日本

くみあい飼料㈱
ＪＡえひめ
アイパックス㈱

２．と畜検査情報の活用 ＪＡえひめ
アイパックス㈱ ＪＡ全農えひめ

３．�全農経営管理システ
ム（PICS）活用

ＪＡ西日本
くみあい飼料㈱ ＪＡ全農えひめ

４．�オールイン・オール
アウト導入 ＪＡ全農えひめ ＪＡ西日本

くみあい飼料㈱

５．�新たな種豚への転換
促進 ＪＡ全農えひめ
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試
食
宣
伝
活
動
を
定
期
的
に
実
施
す
る
こ

と
に
よ
り
、
消
費
者
へ
の
支
持
拡
大
と
取

引
先
と
の
取
扱
拡
大
を
図
り
ま
す
。

　

試
食
宣
伝
は
、
松
山
地
区
を
中
心
に
集

客
力
の
あ
る
主
要
店
舗
で
、
年
間
の
べ

２
０
０
回
程
度
（
集
中
型
・
一
般
型
試
食

宣
伝
）
開
催
。
Ｓ
Ｐ
レ
デ
ィ
は
、
食
べ
方

の
提
案
や
機
能
性
の
情
報
発
信
な
ど
、
試

食
に
と
ど
ま
ら
ず
農
家
お
す
す
め
の
レ
シ

ピ
等
を
提
案
す
る
と
と
も
に
、
生
産
者
と

の
交
流
等
を
通
じ
て
生
産
現
場
で
の
苦
労

等
を
消
費
者
に
伝
え
る
、
ま
た
販
売
・
消

費
者
の
購
買
情
勢
等
を
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク

す
る
役
割
も
担
い
ま
す
。
ま
た
、
生
産
者

の
参
加
に
よ
る
農
場
の
紹
介
等
も
実
施
す

る
計
画
で
す
。

⑵�　

企
業
向
け
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の

開
催

　

県
内
ス
ー
パ
ー
・
量
販
店
ほ
か
取
引
先

の
ト
ッ
プ
・
役
員
か
ら
担
当
バ
イ
ヤ
ー
を

対
象
に
、
伊
予
牛
「
絹
の
味
」、『
ふ
れ
愛
・

媛
ポ
ー
ク
』
の
ブ
ラ
ン
ド
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
を
実
施
し
、
農
場
管
理
・
衛
生
管

理
な
ど
農
家
の
実
情
に
つ
い
て
の
認
識
を

高
め
て
い
た
だ
き
、
地
産
地
消
の
推
進
に

向
け
て
、
取
扱
い
の
拡
大
と
地
元
畜
産
生

産
者
の
支
援
を
要
請
す
る
こ
と
に
し
て
い

ま
す
。

　

25
年
度
は
、
Ｊ
Ａ
・
生
産
者
代
表
、
県

関
係
者
に
も
出
席
を
呼
び
か
け
、
県
内

企
業
６
社
で
ブ
ラ
ン
ド
コ
ン
セ
プ
ト
や
生

産
者
の
飼
養
管
理
、
Ｊ
Ａ
え
ひ
め
ア
イ
パ

ッ
ク
ス
㈱
工
場
の
衛
生
管
理
の
紹
介
の
ほ

か
、
試
食
・
意
見
交
換
等
を
実
施
す
る
計

画
で
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
伊
予
牛
「
絹
の
味
」
の
販

売
促
進
の
た
め
、
昨
年
度
に
続
き
６
月
～

９
月
に
は
道
後
温
泉
の
旅
館
６
館
と
㈱
農

協
観
光
愛
媛
支
店
と
提
携
し
、「
道
後
温

泉
で
伊
予
牛
『
絹
の
味
』
食
す
。」
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
の
展
開
、
８
月
29
日
（
焼
肉
の

日
）、
11
月
29
日
（
い
い
肉
の
日
）
に
お

け
る
販
売
促
進
の
呼
び
か
け
と
と
も
に
、

11
月
２
日
に
松
山
市
で
開
催
す
る
「
レ

イ
ン
ボ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
in
え
ひ
め

２
０
１
３
」
で
Ｊ
Ａ
・
生
産
者
と
一
体
と

な
っ
て
ブ
ラ
ン
ド
ア
ピ
ー
ル
に
取
り
組
む

こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

う
も
ろ
こ
し
や
大
豆
粕
の
作
柄

不
良
や
円
安
の
影
響
に
よ
り
、

配
合
飼
料
価
格
は
過
去
最
高
と
な
っ
て
お

り
、
農
家
経
営
を
圧
迫
し
て
い
ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
全
農
え
ひ
め
畜
産
部
で
は
、「
ト

ー
タ
ル
ア
グ
リ
ー
ド
事
業
」
を
核
に
、
生

産
性
向
上
対
策
と
コ
ス
ト
削
減
を
進
め
る

と
と
も
に
、
ブ
ラ
ン
ド
力
向
上
を
図
り
、

生
産
者
の
経
営
安
定
と
所
得
向
上
に
努
め

て
い
き
ま
す
。

ス
㈱
が
連
携
し
、
大
規
模
・
中
核
農
家

を
対
象
に
定
期
的
に
経
営
検
討
会
を
開

催
。
生
産
性
向
上
・
疾
病
対
策
や
新
技

術
情
報
の
提
供
な
ど
に
つ
い
て
指
導
を

実
施
し
ま
す
。

　

ま
た
、
農
場
に
お
け
る
疾
病
・
事
故

防
止
対
策
と
し
て
、
家
畜
衛
生
検
査
ク

リ
ニ
ッ
ク
へ
の
加
入
促
進
を
図
り
ま
す
。

　

飼
料
価
格
の
高
騰
に
よ
る
経
営
圧
迫

を
緩
和
す
る
た
め
、
代
替
飼
料
へ
の
転

換
１
％
を
目
標
に
、
粗
飼
料
の
稲
わ
ら

へ
の
転
換
や
飼
料
用
米
の
利
用
な
ど
、

生
産
コ
ス
ト
削
減
に
向
け
耕
畜
連
携
の

取
組
み
を
進
め
ま
す
。

⑴�　

Ｓ
Ｐ
レ
デ
ィ
を
活
用
し
た
試

食
宣
伝
活
動
の
実
施

　

伊
予
牛
「
絹
の
味
」、『
ふ
れ
愛
・

媛
ポ
ー
ク
』
ブ
ラ
ン
ド
の
認
知
度

を
一
層
向
上
さ
せ
る
た
め
、
定
期

的
な
勉
強
会
や
産
地
視
察
等
研
修

を
通
じ
て
肉
や
生
産
・
流
通
現
場

の
知
識
を
持
っ
た
精
肉
専
属
の
Ｓ

Ｐ
レ
デ
ィ
（
セ
ー
ル
ス
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
レ
デ
ィ
）
を
養
成
。
Ｓ
Ｐ

レ
デ
ィ
が
生
産
者
と
消
費
者
を
安

心
で
結
ぶ
架
け
橋
と
し
て
、
県
内

ス
ー
パ
ー
・
量
販
店
の
売
り
場
で
、

と

３
．
販
売
事
業
の
強
化
対
策

▲�SPレディが店頭でブランドPR（松山市のＡコープハト
マート山越店）

◆特集：「トータルアグリード事業」③畜産事業の取り組み
特

集
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　ＪＡ全農えひめ畜産部は、愛媛産系統豚肉ブ
ランド『ふれ愛・媛ポーク』のイメージキャラ
クター名を「ひめとん」に決定し、６月７日、
松山市のＪＡ愛媛で発表会を開き、取引先や報
道関係者に発表しました。
　名前は、１月から２月末まで一般公募。県内
外より応募のあった2,032通（作品数608点）の
中から、『ふれ愛・媛ポーク』銘柄推進協議会
が、「愛媛県の豚肉をイメージし、可愛らしく
てわかりやすい、愛着がわく名前」として、平
仮名４文字の「ひめとん」を選定。「ひめとん」
には74通の応募があり、３月28日に抽選会を開
催し、松山市在住の保育士・加藤敏美さんを名
付け親に決定しました。
　６月７日の「発表会」では、“名付け親”の
加藤さんに、ＪＡ全農えひめの諏訪玄県本部長
が賞金10万円の目録を手渡しました。
　「ひめとん」に名札を付けた加藤敏美さんは、

「応募チラシにご当地アイドルの『ひめキュン
フルーツ缶』が出ていたので、主人と２人で深
く考えずに『ひめとん』で応募しました。選ば
れてびっくり。平仮名で小さな子どもでも覚え
やすい・書きやすい名前なので、愛されるキャ
ラクターになってほしい。子どもたちにも『ふ

　伊予牛『絹の味』の消費拡大と道後温泉の宿
泊客・観光客の拡大をめざし、ＪＡ全農えひめ
と道後温泉の旅館６館、ＪＡグループの㈱農協
観光愛媛支店がタイアップして、６月15日㈯か
ら、「道後温泉で伊予牛『絹の味』食す。」キャ
ンペーンを実施中です。
　このキャンペーンは、伊予牛『絹の味』を「しゃ
ぶしゃぶ」と「すき焼き」の２種類の食べ方で
食べ比べを楽しんでいただくことで、伊予牛『絹
の味』の美味しさをより多くの皆さんにPRす
るとともに、伊予牛『絹の味』で暑い夏を乗り
切っていただこうという企画で、昨年に続き２
回目。先着1,000名様限定（ご利用は２名以上）
の取り組みです。
　期間は、平成25年９月30日㈪まで。
　各旅館では、「しゃぶしゃぶ」と「すき焼き」
の食べ比べに加え、各旅館オリジナル会席料理
と愛媛の柑橘デザートを提供します。4,000円
コース（１旅館）・5,000円コース（４旅館）・6,500
円コース（１旅館）と、予算等に応じて３タイ

れ愛・媛ポーク』を沢山食べてもらいたい」と
笑顔で話していました。
　ＪＡ全農えひめは、「ひめとん」を商標登録
出願中。今後は各種イベントで活用し、ブラン
ドの浸透・PR活動に力を入れ、愛称が浸透す
れば、ゆるキャラグランプリ優勝、全国区のブ
ランドに育てたいと考えています。
　ＪＡ愛媛養豚経営者協議会の竹内日出男会長
は、「素敵な名前がついた。皆さんに親しまれ、
愛される『ひめとん』＝『ふれ愛・媛ポーク』
となるよう我々も頑張りたい」と期待を寄せ
ています。『ふれ愛・媛ポーク』＝「ひめとん」
の応援をよろしくお願いします。

プから旅館を選べます（要予約・税込）。旅館
内では入浴も楽しめます。なお、飲み物代・宿
泊費及び入湯税150円は別途必要です。
　今回は、鬼北特産のゆずを使ったポン酢で

「しゃぶしゃぶ」を味わっていただくとともに、
先着500名様限定で「ゆずのお菓子」（「ゆずピー」
１袋）のプレゼントがあります。
■ 問い合わせ・予約申し込み
　 ㈱農協観光愛媛支店（℡089-948-5381）

●『ふれ愛・媛ポーク』キャラクターネーミング発表会

『ふれ愛・媛ポーク』のキャラ名は「ひめとん」に決定！

「道後温泉で伊予牛『絹の味』食す。」キャンペーンを実施中！
～道後でしゃぶしゃぶ＆すき焼きの食べ比べ＋会席料理＋柑橘デザートが楽しめる～
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Ｊ
Ａ
全
農
は
、
メ
ー

カ
ー
各
社
と
交
渉
を
行

い
、
平
成
25
肥
料
年
度
秋

肥
（
６
～
10
月
）
の
肥
料

供
給
価
格
を
決
め
ま
し
た
。

価
格
交
渉
の
経
過
と
結
果
の
概
要

　

原
油
価
格
の
高
止
ま
り
と
急
激
な
円
安

（
約
20
％
）
の
進
行
と
い
う
厳
し
い
情
勢

の
な
か
、
メ
ー
カ
ー
か
ら
大
幅
な
値
上
げ

要
求
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
て
Ｊ
Ａ
全
農
は
、
厳
し
さ

を
増
す
国
内
農
業
と
農
家
の
状
況
を
踏
ま

え
、
工
場
稼
働
率
低
下
に
と
も
な
う
固
定

費
の
増
加
、
老
朽
化
に
よ
る
修
繕
費
、
環

境
対
策
費
の
コ
ス
ト
ア
ッ
プ
は
、
極
力
企

業
努
力
で
吸
収
す
べ
き
だ
と
主
張
し
値
上

げ
の
抑
制
を
図
り
ま
し
た
。

　

双
方
の
主
張
・
考
え
方
の
隔
た
り
が
大

肥料
農薬課

平
成
25
肥
料
年
度
秋
肥
価
格
が

決
定
し
ま
し
た
。

②�　

低
成
分
肥
料
お
よ
び
四
国
地
区
低
コ

ス
ト
配
合
肥
料
の
普
及
拡
大

　

低
成
分
肥
料
「
し
あ
わ
せ
化
成
」
や
四

国
地
区
低
コ
ス
ト
配
合
肥
料「
い
ざ
な
み
・

農
援
隊
」
へ
の
銘
柄
集
約
を
進
め
ま
す
。

③　

省
力
型
施
肥
技
術
の
普
及
推
進

　

被
覆
肥
料
な
ど
の
肥
効
調
節
型
肥
料
に

よ
る
基
肥
一
発
肥
料
や
、
局
部
施
肥
法
な

ど
の
普
及
拡
大
に
取
り
組
み
ま
す
。

④　

物
流
合
理
化
の
推
進

　

物
流
コ
ス
ト
削
減
を
目
指
し
、
地
区
物

流
セ
ン
タ
ー
を
核
と
し
た
新
た
な
総
合
物

流
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

⑤　

安
価
な
国
内
未
利
用
資
源
の
活
用

　

鶏
糞
燃
焼
灰
等
、
地
域
で
発
生
す
る
安

価
な
国
内
未
利
用
資
源
を
肥
料
原
料
と
し

た
低
コ
ス
ト
肥
料
の
検
討
を
進
め
ま
す
。

き
く
、
交
渉
は
極
め
て
難
航
し
ま
し
た

が
、
窒
素
質
肥
料
な
ど
の
価
格
抑
制
、
為

替
水
準
の
見
極
め
を
図
る
た
め
、
一
定
の

価
格
交
渉
時
間
を
確
保
し
て
粘
り
強
く
交

渉
を
行
っ
た
結
果
、
為
替
の
影
響
は
避
け

ら
れ
な
い
も
の
の
、
海
外
原
料
は
直
近
の

国
際
市
況
を
最
大
限
折
り
込
み
、
さ
ら
に

メ
ー
カ
ー
の
合
理
化
努
力
な
ど
を
反
映
さ

せ
て
、
値
上
げ
幅
の
抑
制
を
は
か
り
決
着

し
ま
し
た
。

　

平
成
25
肥
料
年
度
秋
肥
（
６
～
10
月
）

価
格
は
、
表
１
（
品
目
別
決
定
内
容
）
の

と
お
り
で
す
。
な
お
、
高
度
化
成
一
般

（
オ
ー
ル
15
）
で
は
、
前
期
（
24
肥
春
肥
）

対
比
４
・
６
％
の
値
上
げ
と
な
る
。

Ｊ
Ａ
全
農
の
対
応

　

主
原
料
を
輸
入
に
依
存
す
る
国
内
肥
料

価
格
は
、
為
替
の
影
響
を
受
け
や
す
く
将

来
的
に
も
海
外
肥
料
原
料
価
格
の
上
昇
基

調
が
続
く
と
予
想
さ
れ
る
た
め
、
施
肥
コ
ス

ト
抑
制
銘
柄
の
開
発
・
普
及
、
お
よ
び
省

力
型
施
肥
技
術
の
普
及
に
取
り
組
み
ま
す
。

①�　

土
壌
分
析
・
診
断
に
基
づ
く
適
正
施

肥
の
実
施

　

土
壌
診
断
に
基
づ
い
た
適
正
施
肥
を
強

化
し
て
い
く
た
め
、「
ト
ー
タ
ル
ア
グ
リ
ー

ド
事
業
」
の
取
り
組
み
と
し
て
、「
担
い

手
に
対
す
る
無
償
土
壌
診
断
」
を
継
続
し

ま
す
。

表１　平成25肥料年度 秋肥 価格決定内容
（単位：％）

分類 品　　目 成　分
決定内容

変動率

窒
素
質

尿　　素（輸入） 46 8.9
尿　　素（国産） 46 9.3
硫　　安（大粒） 21 7.1
硫　　安（ 粉 ） 21 7.6
塩 安 25 7.0
石 灰 窒 素 21 1.9

燐
酸
質

過 石 17 4.2
重 過 石 34 4.1
重 焼 燐 35 3.8

加
里
質

塩 加 60 4.3
硫 加 50 6.2
珪 酸 加 里 20 2.1

複
合
肥
料

高度化成（一般） 15-15-15 4.6
高度化成（機能） 15-15-15 4.3
ＰＫセーブ488 14-8-8 4.9
普 通 化 成 8-8-５ 4.9
有 機 化 成 8-8-8-3 5.7

※ 価格変動率は、県本部・県ＪＡ・経済連向け供給価格ベー
スであるため、ＪＡ・農家向け供給価格の変動率とは一致
しません。
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7

図１　みかんの結果樹面積及び収穫量の推移（愛媛県）

平成14
年　産

15 16 17 18 19 20 21 22 23 24

12

10

8

6

4

2

0

（千ha） （万ｔ）

（
結
果
樹
面
積
）

20

15

10

5

0

（
収

　穫

　量
）

早
生
温
州

普
通
温
州

結果樹面積

収穫量

裏年

図２　みかん結果樹面積の品種
　　　区分別割合（愛媛県）

図３　みかんの都道府県別収穫
　　　量割合

早生温州
（59）

ハウスみかん（1）

普通温州
（41）

和歌山
（19）

愛媛
（15）

静岡
（14）熊本

（10）

長崎
（7）

佐賀
（6）

広島（3）

愛知（4）

その他
（22）

Ｈ.24
84万6,300ｔ
（100％）

Ｈ.24
6,430ha
（100％）

極早生みかん
（19）

媛
県
産
み
か
ん
は
、
多
様
な
か

ん
き
つ
類
へ
の
切
り
替
え
が

進
む
中
、
平
成
24
年
産
の
収
穫
量
は

12
万
９
、９
０
０
ｔ
と
全
国
第
２
位
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
今
月
は
、
愛
媛
県
を
代
表
す
る

果
樹
で
あ
る
「
み
か
ん
」
の
生
産
推
移
に

つ
い
て
見
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

愛
媛
県
の
平
成
24
年
産
み
か
ん
の
結
果

樹
面
積
は
６
、４
３
０
ha
で
、
23
年
産
に

比
べ
て
１
５
０
ha
（
２
％
）
減
少
し
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
生
産
者
の
高
齢
化
に
伴
う

廃
園
や
規
模
縮
小
に
加
え
、
優
良
な
品
種

や
他
の
か
ん
き
つ
類
へ
の
転
換
等
に
よ
る

も
の
で
す
。

　

収
穫
量
は
12
万
９
、９
０
０
ｔ
、
出

荷
量
は
11
万
８
、４
０
０
ｔ
で
、
前
回

の
裏
年
で
あ
る
22
年
産
に
比
べ
て
そ

れ
ぞ
れ
１
万
４
、３
０
０
ｔ
（
12
％
）、

１
万
３
、２
０
０
ｔ
（
13
％
）
増
加
し
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
天
候
の
影
響
で
果
実
の
肥

大
が
抑
制
さ
れ
た
22
年
産
に
比
べ
て
、
天

候
に
恵
ま
れ
、
果
実
の
肥
大
が
順
調
だ
っ

た
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
10
ａ
当
た
り
収
量

が
増
加
し
た
こ
と
に
よ
り
ま
す
（
図
１
）。

　

ま
た
、
品
種
区
分
別
に
み
た
結
果
樹

面
積
割
合
は
、
早
生
温
州
が
59
％
（
３
、

８
０
０
ha
）、
普
通
温
州
が
41
％
（
２
、

14
％
）
の
順
で
、
上
位
３
県
で
48
％
を
占

め
て
い
ま
す
（
図
３
）。

　

み
か
ん
以
外
の
か
ん
き
つ
類
も
含
め
高

品
質
な
果
実
の
生
産
供
給
を
通
じ
て
、
産

地
の
競
争
力
強
化
と
収
益
力
向
上
を
図
る

た
め
、
食
べ
や
す
さ
、
お
い
し
さ
等
の
消

費
者
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
こ
と
が
産
地
の
販

売
戦
略
上
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
中
、
付
加
価
値
の
高
い

優
良
品
目
・
品
種
へ
の
転
換
の
促
進
を
図

り
、
安
定
的
に
供
給
す
る
仕
組
み
の
整
備

等
を
行
っ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

中
国
四
国
農
政
局

松
山
地
域
セ
ン
タ
ー
農
政
推
進
グ
ル
ー
プ

６
３
０
ha
）
で
、
早
生
温
州
の
う
ち
極
早

生
み
か
ん
が
19
％
（
１
、２
１
０
ha
）、
ハ

ウ
ス
み
か
ん
が
１
％
（
30 

ha
）
と
な
っ
て

い
ま
す
（
図
２
）。

　

平
成
24
年
産
み
か
ん
の
都
道
府
県
別
の

収
穫
量
を
み
る
と
、
愛
媛
県
は
平
成
16
年

産
か
ら
９
年
連
続
全
国
第
２
位
と
な
っ
て

い
ま
す
。
全
国
の
平
成
24
年
産
み
か
ん
の

収
穫
量
は
84
万
６
、３
０
０
ｔ
で
、
1
位

が
和
歌
山
県
で
16
万
２
、６
０
０
ｔ
（
全

国
シ
ェ
ア
19
％
）、
次
い
で
愛
媛
県
（
同

15
％
）、静
岡
県
が
12
万
２
、４
０
０
ｔ（
同

愛媛県のみかん収穫量は、前回の裏年の22年産に比べ12％増加
－平成24年産みかんの結果樹面積、収穫量及び出荷量から－

上
位
３
県
で
収
穫
量
の

約
半
分
を
占
め
る

愛み
か
ん
の
収
穫
量
は

前
回
の
裏
年
と
比
べ
て
増
加
、

結
果
樹
面
積
は
減
少
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西条市出身、在住。1951（昭和26）年２月11日生まれ。懐
かしさと新しさが共存する還暦シンガーソングライター。高校
時代よりバンド活動を開始。卒業後、上京し音楽学校で学び、
帰省。地元で音楽以外の仕事の傍ら、四国を拠点に音楽活動を
行う。1980年、NHKテレビ「ヤングミュージックショー」中
四国代表で出演。40歳で脱サラ、地元を中心に音楽関連の仕
事を主軸にする。2010年メジャーデビュー。日本有線大賞「新
人賞」「有線問い合せ賞」Ｗ受賞、日本レコード大賞「作曲賞」、
愛媛県の愛顔（えがお）のえひめ文化・スポーツ賞「特別賞」等、
数々の賞に輝く。五木ひろしさんに「夜明けのブルース」「芙美
子」「博多ア・ラ・モード」作品提供。2013年６月５日、新曲「東
京パラダイス」発売。６月16日より中四国でファンクラブ「こ
こ咲こ会」の集いを開催中。９月１日、西条市丹原文化会館で
「2013レーモンド松屋コンサート」開催（７月１日～一般チ
ケット販売）。
◆オフィシャルサイト　http://raymondm.com
問TEL･FAX0898-64-6722／TEL0897-56-1533（イベ
ントオフィス・ヤング）

「
東
京
パ
ラ
ダ
イ
ス
」

制
作
秘
話

　

６
月
５
日
に
新
曲
「
東
京
パ
ラ
ダ
イ
ス
」

が
発
売
と
な
り
ま
し
た
。

　

１
月
に
五
木
ひ
ろ
し
さ
ん
へ
提
供
し
た

「
博
多
ア
・
ラ
・
モ
ー
ド
」
が
で
き
あ
が
り
、

慌
た
だ
し
く
私
の
新
曲
に
と
り
か
か
り
ま
し

た
。
４
月
か
ら
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ
ジ
オ
の
「
深
夜
便

の
う
た
」
の
放
送
が
決
ま
っ
て
い
た
の
で
、

急
い
で
つ
く
ら
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。

　

ど
う
い
う
曲
に
し
よ
う
か
？　

地
元
の
曲

を
中
心
に
つ
く
っ
て
き
ま
し
た
が
、
一
時
期

は
住
ん
で
い
た
東
京
、
仕
事
で
行
く
よ
う

に
な
っ
た
東
京
は
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
や
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
招
致
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
話
題
に
事

欠
き
ま
せ
ん
。
今
ま
で
東
京
を
テ
ー
マ
に
し

た
曲
は
暗
い
イ
メ
ー
ジ
の
曲
が
多
い
と
感
じ

て
い
た
の
で
、
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
を
夢
や
希
望

の
象
徴
と
し
た
明
る
い
東
京
の
歌
を
つ
く
ろ

う
。
ス
タ
ッ
フ
の
方
と
か
、
お
世
話
に
な
っ

て
い
る
方
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
も
含
め
て
。

　

メ
ロ
デ
ィ
は
私
の
原
点
で
あ
る
グ
ル
ー
プ

サ
ウ
ン
ズ
、
ベ
ン
チ
ャ
ー
ズ
、
青
春
時
代
の

サ
ウ
ン
ド
を
復
活
さ
せ
、
よ
り
重
厚
な
音

を
組
み
合
わ
せ
た
新
し
い
サ
ウ
ン
ド
メ
イ
ク

で
。
カ
ラ
オ
ケ
で
、み
ん
な
で
楽
し
く
歌
い
、

踊
り
、
盛
り
上
が
れ
る
、
私
が
今
一
番
歌
い

た
い
ポ
ッ
プ
な
曲
を
。
歌
い
方
は
、
例
え
ば

「
ま
た
逢
う
日
ま
で
」
を
歌
う
尾
崎
紀
世
彦

さ
ん
の
よ
う
に
パ
ワ
フ
ル
で
男
っ
ぽ
く
。
す

べ
て
に
お
い
て
今
の
流
れ
の
逆
を
い
く
曲
、

こ
ん
な
新
し
い
１
曲
も
必
要
だ
ろ
う
と
い
う

と
こ
ろ
を
意
識
し
て
つ
く
り
ま
し
た
。

　

曲
作
り
は
ギ
タ
ー
を
弾
き
な
が
ら
言
葉
を

選
ん
で
い
く
ス
タ
イ
ル
を
と
っ
て
い
ま
す
。

家
の
中
の
い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
に
ギ
タ
ー
を

置
い
て
あ
り
、
ひ
ら
め
く
と
書
き
留
め
る
。

一
番
気
に
か
け
て
い
る
の
が
最
初
の
言
葉
で

す
。
ど
う
い
う
言
葉
か
ら
入
る
か
。
今
回
の

歌
詞
は
「
キ
ラ
キ
ラ
と
都
会
の
海
に
あ
こ
が

れ
漂
い
な
が
ら
」
と
、
や
は
り
私
の
中
に
あ

る
の
は
「
海
」
な
ん
で
す
ね
。
田
舎
か
ら
出

RAYMOND　MATSUYAレーモンド松屋
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た
。「
お
手
や
わ
ら
か
に
」、「
お
ま
か
せ
し

ま
す
」。
今
ど
き
の
女
性
と
は
少
し
か
け
離

れ
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
人
生
の
タ
ー

ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
を
越
え
て
わ
か
る
人
生
の

機
微
。
年
齢
を
重
ね
て
も
ひ
ょ
っ
と
し
た
ら

こ
ん
な
ロ
マ
ン
ス
が
あ
っ
て
も
い
い
な
あ
と

想
像
膨
ら
む
、
熟
年
層
の
心
に
沁
み
る
ラ
ブ

ス
ト
ー
リ
ー
で
す
。

　

曲
作
り
に
は
自
分
流
の
こ
だ
わ
り
が
あ
り

ま
す
。
情
景
や
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
先
に
設
定

し
、
景
色
や
色
、
匂
い
が
イ
メ
ー
ジ
で
き
る

言
葉
を
探
し
、
言
葉
の
新
鮮
さ
、
言
葉
を
重

ね
合
わ
せ
た
り
、
韻
を
踏
む
な
ど
、
自
分
な

り
の
法
則
が
あ
り
、
詩
の
組
み
立
て
も
カ

チ
ッ
と
決
ま
っ
て
い
ま
す
。
五
木
ひ
ろ
し

さ
ん
も
「
雨
の
ミ
ッ
ド
ナ
イ
ト
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
」
の
詩
を
い
い
な
あ
と
思
わ
れ
た
の
が
は

じ
ま
り
で
、
私
の
つ
く
る
詩
を
気
に
入
っ
て

も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　

新
曲
を
出
す
に
あ
た
っ
て
は
レ
コ
ー
ド
会

社
や
事
務
所
と
会
議
が
あ
り
、
自
作
３
曲
の

候
補
の
中
か
ら
、今
、私
が
歌
い
た
い
と
願
っ

て
い
た
「
東
京
パ
ラ
ダ
イ
ス
」
に
決
ま
り
ま

し
た
。
そ
し
て
、
発
売
前
の
５
月
度
の
有
線

放
送
「
演
歌
お
問
合
せ
ラ
ン
キ
ン
グ
」
１
位

と
、
反
応
の
大
き
さ
に
支
持
さ
れ
る
喜
び
と

責
任
を
感
じ
つ
つ
、
年
末
へ
向
け
て
皆
様
と

一
緒
に
盛
り
上
が
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

て
き
て
都
会
で
試
行
錯
誤
し
て
漂
い
な
が
ら

も
頑
張
っ
て
き
た
と
い
う
始
ま
り
で
す
。
俺

の
こ
と
じ
ゃ
な
い
か
と
思
う
人
も
い
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

　

若
い
頃
か
ら
苦
労
を
し
た
け
れ
ど
、
自
分

で
も
結
構
頑
張
っ
た
な
と
思
え
る
、
生
活
に

も
余
裕
が
出
て
き
た
こ
ろ
に
、
ふ
と
思
い
出

し
た
女
性
が
い
た
。
例
え
ば
田
舎
に
お
い
て

き
た
初
恋
、何
十
年
も
前
の
約
束
。「
来
い
よ
」

と
声
を
か
け
て
み
た
ら
彼
女
も
待
っ
て
い ▲「東京パラダイス」CDジャケットより。今回も渋い！

東京パラダイス
作詞、曲 : レーモンド松屋
編曲： レーモンド松屋、伊平友樹

キラキラと都会の海に　あこがれ漂いながら
コツコツと積み上げてきた　若さと汗と涙よ
忘れてないさあの日の約束
いつかきっと胸を張って迎えに行くと
たった一度の人生だから
お前と今、手をつないで生きて行くのさ

東京ラブレター　今すぐ来いよ
「お手やわらかに」とお前の返事が届いたよ
東京ラブレター　逢えたらそのまま
強く抱きしめて二人は　パラダイス

青々と晴れわたる空を　つきさすスカイツリーに
夢、夢がまた広がって　大都会　生きる東京
忘れてないさお前の面影
いつかきっと胸を張って迎えに行くと
たった一度の人生だから
お前と今、手をつないで生きて行くのさ

東京ランデブー　今すぐ来いよ
「おまかせします」とお前の返事が届いたよ
東京ランデブー　逢えたらそのまま
熱い口づけで二人は　パラダイス

東京ラブレター　今すぐ来いよ
「お手やわらかに」とお前の返事が届いたよ
東京ラブレター　逢えたらそのまま
強く抱きしめて二人はパラダイス
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　全農杯全日本卓球選手権大会（ホープス・カ
ブ・バンビの部）愛媛県予選会が、５月18日松
山市北条スポーツセンターで開かれました。
　同大会は、県卓球協会の小学生以下の大会で
は最大の大会で、今回は62人が出場。男女別に
小学６年生以下のホープスの部、小学４年生以
下のカブの部、小学２年生以下のバンビの部の
３クラスに分かれて熱戦を繰り広げ、男女各ク
ラス２位以上の計12人が、全国大会出場を決め
ました。昨年の全国大会では、愛媛代表が２ク
ラスで優勝しており、今年も上位入賞が期待さ
れています。
　ＪＡ全農えひめでは、参加賞のジュース、男
女各クラスの３位以上の選手にひめライスや
ジュースを副賞として提供しました。
　ＪＡ全農は、「ニッポン人の活躍を『ニッポ
ンの食』で支える。」という共通コンセプトの

一環で卓球をサポートし、その活動を応援して
おり、今年から「ホープス・カブ・バンビの部」
という小学生の部に新たに協賛し、卓球でも食
でも次世代を担う子供たちをサポートしつつ、
国産農畜産物をPRすることにしています。

●全農杯全日本卓球選手権大会（ホープス・カブ・バンビの部）愛媛県予選会

めざせ石川佳純選手！  小学生が熱戦を展開

▲女子バンビの部上位入賞者のみなさん

　ＪＡ愛媛養豚経営者協議会は、６月７日、
松山市のＪＡ愛媛で第34回総会を開き、25
年度の事業計画を決めるとともに、TPP断
固反対に関する特別決議を採択しました。
　25年度事業方針では、「ふれ愛・媛ポーク」
の消費拡大に向け宣伝活動の実施やホーム
ページ等を活用した生産活動・情報の積極
的な発信、「系統養豚生産性向上プロジェク
ト班」を継続設置して生産性や肉質の向上
について調査研究することなどを確認しま
した。
　竹内日出男会長は「TPPは食の安全・安
心とともにISD条項等の問題があり、養豚
農家は壊滅状態になる。輸入肉が入ったと
しても、『ふれ愛・媛ポーク』が消費者に選
ばれるよう取り組んでいこう」と呼びかけ
ました。

● ＪＡ愛媛養豚経営者協議会第34回総会

消費者に選ばれる『ふれ愛・媛ポーク』めざす
●愛媛県肉牛生産者協議会25年度総会

伊予牛「絹の味」の販路拡大めざす
　愛媛県肉牛生産者協議会は、６月11日、
松山市のえひめ共済会館で平成25年度総会
を開きました。
　25年度事業方針では、安全・安心な伊予
牛「絹の味」の生産とアピール、販路拡大
に取り組むとともに、県内産繁殖牛の基盤
維持と子牛育成技術の向上等に取り組みま
す。また、TPP断固反対に関する特別決議
を採択。今後とも国民各層と幅広い連携を
進め、食とくらし、命を守るためTPP断固
反対の運動を展開していくことを確認しま
した。
　なお、総会に先立ち、24年度肉牛優良生
産者として、佐々木邦満さん（ＪＡにしうわ）
を表彰しました。
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　愛媛県JA−SSチェーン本部（メンバー38SS）
は、６月10日ＪＡ愛媛で第19回大会を開き、平
成25年度の活動計画を決めました。
　25年度重点取組事項として、修正マスタープ
ランに基づき事業基盤再構築のためセルフ化や
老朽化SS対応、コンパクトセルフ設置を進める
とともに、JA−SSブランド戦略の展開による
競争力強化等に取り組むことを確認。大会決議
では、お客様から支持されるSSづくりに取り組
むこと等を決議しました。
　なお、優秀SSや従業員表彰も行われました。
受賞者は次のとおりです（敬称略）。
【総合表彰】愛媛たいきサンライズ56SS、㈱Ｊ
Ａ東宇和サービスSS野村中央SS
【揮発油部門表彰】愛媛たいき長浜セルフSS、
ＪＡにしうわJASS−PORTにしうわSS
【新規客数拡大部門表彰】えひめ中央伊予セル
フSS、周桑中央SS
【油外収益部門表彰】愛媛たいき川下SS、㈱Ｊ

Ａ東宇和サービス城川中央SS
【SS従業員表彰】▽SS所長＝西山寿幸（愛媛た
いき川下SS）、末光弘（㈱東宇和サービス野村
中央SS）▽SS従業員＝吉田翔平（松山市川上
SS）、得居雄司（松山市堀江SS）、多和貴志（え
ひめ中央拝志SS）、友松まゆみ（愛媛たいき川
下SS）、山下慎介（えひめ南無月SS）
【近代化SS特別表彰】えひめ南JASS−PORT愛
南SS

●第19回　愛媛県JA−SSチェーン大会

安心・安全・快適なサービスで愛されるSSめざす

　愛媛県くり研究同志会（会員2,289人・大
野奉孝会長）は、６月10日ＪＡえひめ中央
中山支所で、25年度総会を開き、25年度計
画と大野会長以下役員全員の再任を決めま
した。
　25年度計画では、プロ意識を持った農家
を育成し高品質安定生産に努めるとともに、
特選・銘柄栗等ブランド商品の生産・販売
体制の強化、消費者ニーズに応える安全・
安心な果実を生産することで産地の活性化
を図ります。また、品評会を通じて栽培技
術の向上や生産意欲の高揚を図り、農家所
得の向上と競争力のある産地づくりに取り
組みます。
　なお、24年産栗のＪＡ全農えひめ扱いの
販売実績は、数量483ｔ（前年比108％）、㎏
単価722円（同102％）。数量増の単価高でし
たが、市場出荷量が計画と大きくかい離し、
加工向け量との調整が課題となっています。

● 愛媛県くり研究同志会平成25年度総会

ブランド商品の生産・販売強化に取り組む
●第29回 愛媛県採卵養鶏経営者協議会 総会

経営の安定と次代の育成を
　愛媛県採卵養鶏経営者協議会は、６月10
日、ＪＡえひめフレッシュフーズ㈱で、第
29回総会を開き、25年度事業計画と西山眞
憲会長（新任・ＪＡえひめ中央）ら今後２
年間の役員体制を決めました。
　飼料価格の高騰とともに鶏卵需給が引き
続き潤沢な出荷量が予想される中、25年度
は、①生産性向上に努めコスト削減を図る
とともに、品質の改善、②「フレッシュ卵
卵（らんらん）」の系統ブランド確立に向け
た推進、③次代を担う採卵養鶏経営者のネッ
トワークづくりと継続的な育成、④安全・
安心な鶏卵の安定供給、⑤周辺環境対策な
ど地域社会と調和のとれた養鶏経営、に取
り組むことを確認しました。
　あいさつした西山新会長は、「飼料価格の
高騰で経営はこれまでになく厳しい状況で
すが、会員の協力で魅力ある協議会活動に
していきたい」とあいさつしました。
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　愛媛県椎茸同志会主催の第39回乾椎茸品評会
表彰式と同志会第41回総会が、５月24日大洲市
のＪＡ愛媛たいき本所で開かれました。
　品評会には40点が出品され、成高王洋さん（Ｊ
Ａ愛媛たいき）が５年連続で最優秀賞（全農会
長賞）を受賞。入賞16点が表彰されました。５
年連続最優秀賞の成高さんは、「非常にうれし
い。全国大会では個人・団体の部で優勝をめざ
したい」と意気込んでいました。
　第41回総会では、産地基盤強化に向けた25年
度の事業計画と新役員体制を決めました。
　あいさつの中で成高王洋会長は、「年明け以
降一段と厳しい販売が続いているが、安全・安
心を前面に打ち出した生産とともに、愛媛産シ
イタケの魅力を消費者に直接アピールしていこ
う」と呼びかけました。
　25年度計画では、消費者に支持される安全・
安心な愛媛産シイタケブランドを確立し、国際
競争に勝てる生産基盤の構築と担い手の確保に
取り組むことにしています。
　役員改選では、会長・監事は留任し、副会長
に岡中勝彦さん（新任・ひがしうわ）が選ばれ

ました。
　品評会のその他の主な入賞者は次の皆さん
（敬称略・カッコ内はＪＡ名）。
▽優秀賞＝大塚幸男（ひがしうわ）、久保勝利（愛
媛たいき）▽１等賞＝高橋茂行（ひがしうわ）、
河内逡一（愛媛たいき）、和気重臣（同）、▽２
等賞＝松本和夫（〃）、大和田孝（ひがしうわ）、
井上久男（愛媛たいき）

　愛媛県内の茶主産４ＪＡで構成する愛媛県茶
業振興協議会は、5月27日、松山市のＪＡ愛媛
で第42回総会を開きました。
　事業方針では、反収・茶質の向上を図るため
老木茶樹の計画的更新や栽培講習会開催、レイ
ンボーフェスティバルなどイベントでの試飲即
売会による消費宣伝、県産茶葉100％使用の緑
茶飲料「愛媛の特煎茶」の消費拡大、緑茶の表
示と生産・製造履歴の記帳運動の徹底などに取
り組むことを確認しました。
　県内のＪＡでは、ＪＡうま（新宮茶・富郷茶）、
ＪＡ松山市（久万茶）、ＪＡひがしうわ（宇和茶）、
ＪＡえひめ南（鬼北茶）が主産地で、合計で約
55haで栽培しています。
　なお、同協議会は、５月18日と19日の２日間、
東温市のＪＡグリーンえひめで、県内４産地の
新茶を取り揃え、「新茶まつり」を開催。
ＪＡ担当者とＪＡ全農えひめモニターレディら

が、県内産のお茶で作ったお菓子とともに、産
地の特徴など商品説明をしながら試飲・試食販
売を行い、新茶の香りに包まれた売り場には、
大勢の方が詰めかけていました。

●第39回椎茸品評会表彰式・椎茸同志会第41回総会

成高王洋さんが５年連続最優秀賞受賞！ ～消費者との交流で安全・美味しさアピールめざす

●愛媛県茶業振興協議会第42回総会

ＪＡグリーンの新茶まつり等を通じてPR！

▲５年連続で最優秀賞に輝いた成高王洋さん

▲新茶祭り
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　「えひめの食」企画のテレビ番組が、６月７
日㈮スタートしました。
　番組名は「えひめの食　こたにしょうこの
“旬”発見！～愛ある産地の“王子”を探せ！」。
来年３月末まで、南海放送テレビ「おかデリ」
内で、第１・第３金曜日16：10頃から５分間放
映されます。
　番組では、同局アナウンサー・小谷渉子さん
が、産地の若手生産者等を訪ね、農業への想い
などを引き出しながら農業の魅力を伝えていき
ます。また、みかんや稲・里芋などの「今の生

育情報」なども発信していきます。ぜひご覧く
ださい。
　また、南海放送ラジオでは、毎週木曜日「エ
ブリモーニング」内（９：40頃～５分間）で、
ＴＶ番組の紹介や「えひめの食」関連情報を放
送中です。
◆�番組の詳細は「えひめの食企画」ホームペー
ジまで。
　�http://www.eh.zennoh.or.jp/ehimenosyoku/
index.html

◆「えひめの食」企画の番組がスタート！

　ＪＡグリーンえひめ「フレッシュ市部会」
は、５月21日、東温市中央公民館で第15回
総会を開き、平成25年度の事業活動計画を
決めました。
　近隣スーパー等で産直コーナーの出店が
相次ぐなど顧客の分散が進む中で、25年度
計画では、魅力ある商品づくり・豊富な品
揃えで消費者に支持される売り場づくりを
めざします。また、「フレッシュ市祭り」「れ
んげ祭り」「収穫祭」等イベントなど交流の
場を通じて情報発信やファンづくりを積極
的に行うとともに、食農教育を通じて地域
貢献に取り組むことにしています。
　なお、役員改選を行い、藤井由紀枝会長（再
任）など新役員体制を決めました。

● 第15回ＪＡグリーンえひめ「フレッシュ市部会」総会

ファンづくり・情報発信等に取り組む
●「いよっこら」運営協力会総会

“選ばれる直売所”めざす
　ＪＡえひめアイパックス㈱ファーマーズ
マーケット「いよっこら」運営協力会は５
月14日、ウエルピア伊予で平成25年度の総
会を開き、25年度事業計画などを決めまし
た。
　競合店の相次ぐ出店などの影響で直売所
間の競合激化が一段と進む中、25年度は、
品揃えの拡充や店舗の独自性を発揮した「魅
力ある店舗づくり」、「お客様から選ばれる
直売所づくり」に取り組むことを確認。営
業日の拡大、感謝祭・収穫祭・夜市等のイ
ベントやミニイベント、食農教育の取り組
みなど、サービス向上と情報の発信でファ
ンづくりを進めることにしています。
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インフォメーション

周ちゃん広場
●℡／0898-76-2022
●営／９：00～17：30
●休／無休（年始は除く）
●住／西条市丹原町池田290
●URL／http://www.ja-syuso.or.jp/syuchan/

ＪＡふるさと自慢

直売所めぐりvol.151

県内屈指の農業地帯で、四国最大級の直売所がパワーアップ！
周ちゃん広場 ～ＪＡ周桑～

　
「
周
ち
ゃ
ん
広
場
」
は
平
成
18
年
の
オ
ー
プ

ン
以
来
、
地
元
・
周
辺
地
域
は
も
と
よ
り
県
内
、

県
外
か
ら
も
広
く
愛
さ
れ
る
直
売
所
と
し
て
順

調
に
推
移
し
て
い
ま
す
。
周
辺
で
も
大
型
直
販

所
が
乱
立
す
る
昨
今
な
が
ら
「
周
ち
ゃ
ん
広
場
」

は
生
産
者
が
“
農
家
の
店
”
の
意
識
で
取
り
組

み
、
出
荷
者
は
４
５
０
名
か
ら
１
、０
３
０
余

名
へ
、
品
目
や
客
単
価
も
増
加
の
一
途
を
た
ど

り
、
年
間
売
上
げ
20
億
円
超
え
な
ど
、
売
り
場

が
手
狭
と
な
り
ま
し
た
。

　

４
月
18
日
、「
周
ち
ゃ
ん
広
場
」
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
し
た
。

売
り
場
面
積
は
１
・
６
倍
の
１
、６
０
０
㎡
、
カ
フ
ェ
を
設
け
、「
お

花
売
場
」
を
増
設
、
駐
車
場
は
約
３
０
０
台
の
収
容
で
す
。

　

店
内
レ
イ
ア
ウ
ト
も
一
新
し
、
平
台
を
１
４
０
台
に
増
や
し
て

広
々
ス
ッ
キ
リ
と
見
渡
せ
、
通
路
は
カ
ー
ト
も
楽
々
す
れ
違
う
こ
と

が
で
き
る
２
ｍ
幅
へ
。
レ
ジ
14
台
は
週
末
・
祝
日
フ
ル
稼
働
で
混
雑

緩
和
を
図
り
ま
す
。
精
肉
コ
ー

ナ
ー
は
県
内
唯
一
の
食
肉
セ
ン

タ
ー
・
Ｊ
Ａ
え
ひ
め
ア
イ
パ
ッ
ク

ス
㈱
の
対
面
販
売
で
切
り
売
り
や

量
り
売
り
、
ホ
ル
モ
ン
類
も
充
実

し
て
い
ま
す
。
地
元
の
鮮
魚
店
も

店
内
へ
移
設
。
さ
ら
に
残
留
農
薬

分
析
室
を
新
設
し
、
抜
き
打
ち
検

査
で
安
心
・
安
全
度
の
信
頼
感
を

高
め
て
い
き
ま
す
。「
周
ち
ゃ
ん

広
場
」
は
Ｊ
Ａ
周
桑
管
内
の
農
産

物
を
主
体
に
、
地
元
の
精
肉
・
鮮

魚
ま
で
そ
ろ
っ
た
ス
ケ
ー
ル
の
大

き
な
食
の
広
場
と
な
り
ま
し
た
。

こ
ん
な
に
ビ
ッ
グ
に

ヘ
ン
シ
～
ン
！

ゼ
？

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
　

ナ

▲�野菜が山積みの店内

▲ �みんなの人気者、ゆるキャラ・
周ちゃんもヨロシク！

イベントカレンダー

◦４月初旬の土・日曜（１回）� 周年祭

◦10～12月の土・日曜（１回）� 収穫祭

伊丹　彩那さん
（周ちゃん広場　スタッフ）

「周ちゃん広場の商品は信頼頂けるおい
しいものばかり。種類もたくさんあって、
楽しいお買い物ができます。でも買いす
ぎには注意してくださいネ！」

▲�対面販売の精肉コーナー

▲
�

増
設
し
た
「
お
花
売
場
」。
花
・

木
、
野
菜
苗
、
盆
栽
、
各
種
あ
り

▲
�

人
気
の
「
切
り
花
コ
ー
ナ
ー
」。
大

輪
か
ら
ミ
ニ
バ
ラ
ま
で
、
バ
ラ
の
種

類
が
多
い
の
も
特
徴
。
１
束
の
ボ

リ
ュ
ー
ム
感
も
ス
ゴ
イ
！
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インフォメーション

周ちゃん広場
●℡／0898-76-2022
●営／９：00～17：30
●休／無休（年始は除く）
●住／西条市丹原町池田290
●URL／http://www.ja-syuso.or.jp/syuchan/

ＪＡふるさと自慢

直売所めぐりvol.151

県内屈指の農業地帯で、四国最大級の直売所がパワーアップ！
周ちゃん広場 ～ＪＡ周桑～

高瀬　梨紗さん
（周ちゃん広場　スタッフ）

「こちらは今夏完成したばかりのミートソー
スです。じっくりコトコト煮込んだ周桑産タ
マネギがいい味を出しています。後ろが新し
くなったお花売場です」

▲�アイデア満載の手づくりスイーツたち。おこめパン、
酒蔵の酒まんじゅう、特産品を活かした文旦漬、穀倉
地帯だけに餅やおはぎ類も多い

　

Ｊ
Ａ
周
桑
管
内
は
県
内
屈
指
の
農
業
地
帯

で
、季
節
毎
に
次
々
と
農
産
物
が
登
場
し
ま
す
。

特
筆
は
６
月
の
ア
ム
ス
メ
ロ
ン
、
秋
の
柿
、
県

内
生
産
量
の
約
７
割
を
占
め
る
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス

で
は
季
節
を
問
わ
ず
、
優
良
な
商
品
が
出
て
き

ま
す
。

　

出
荷
者
が
多
い
と
品
目
も
多
く
な
り
ま
す
。

珍
し
い
商
品
は
多
々
あ
り
ま
す
が
、「
周
ち
ゃ

ん
広
場
」
で
は
「
珍
し
い
農
産
物
」
と
認
知
さ

圧
巻
の

野
菜
パ
ワ
ー

▲

�

キ
ャ
ベ
ツ
も
多
い
時
は
延
々
約
20
ｍ
の
長
～

い
陳
列
。
夏
場
は
ピ
ー
マ
ン
、
ト
マ
ト
、
ナ

ス
、
キ
ュ
ウ
リ
が
こ
の
状
態
に
な
る

▲�アムスメロンは７月初旬までの期間限定。
今年も大玉、高糖度！　贈答用に箱が飛
ぶように売れていく

▲�このすくすく伸びたアスパラガスが、
　そのまま周ちゃん広場へ直行。
　みずみずしく、甘くてやわらかい

▲
�

秋
は
柿
の
種
類
も
豊
富
。
今
年
は
デ
カ

柿
・
太
天
（
た
い
て
ん
）
も
登
場
予
定

で
目
が
離
せ
な
い

▲�カフェのおススメ、
　季節の果物のスムージー

�▲

�

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
直
後
の
感
謝
祭
。

　

２
日
間
で
約
３
万
人
が
レ
ジ
を
通
過

【ピンポイントmap】 【広域map】

いよ小松IC

N

48

196

11

いよ小松北IC

東予丹原IC

★
小松中学校

四国コカコーラ
ボトリング

自動車教習所
★パチンコ店

西条市役所
東予総合支所

パルティフジ
東予店

いよこまつ

たまのえ

にゅうがわ

至新居浜→★
小松中学校

中山
川

四国コカコーラ
ボトリング

自動車教習所

↑至今治

★パチンコ店

西条市役所
東予総合支所

パルティフジ
東予店

周
桑
今
治
広
域
農
道

←至松山

JAーSS★JAーSS★
周ちゃん広場★周ちゃん広場★

★★
★★

★★

看板

看板

★★

れ
る
以
前
の
希
有
な
農
産
物
も
並
び
ま
す
。「
珍

し
い
と
思
っ
た
段
階
で
、
う
ち
で
は
も
う
珍
し

く
な
い
農
産
物
な
ん
で
す
ね
」
と
一
色
店
長
。

「
誰
よ
り
も
先
に
面
白
い
も
の
を
つ
く
っ
て
み

よ
う
」
と
い
う
意
欲
的
な
生
産
者
が
控
え
る
、

層
の
厚
い
直
売
所
で
す
。

JAーSS★

★デンキのトクナガ

JAーSS★JAーSS★

★サークルK★サークルK

ＪＡ周桑育苗センター
★
ＪＡ周桑育苗センター
★

ＪＡ周桑資材物流課
★
ＪＡ周桑資材物流課
★

ＪＡ周桑総合撰果場
★
ＪＡ周桑総合撰果場
★

ＪＡ周桑低温倉庫
★
ＪＡ周桑低温倉庫
★

★デンキのトクナガ★デンキのトクナガ

約400m

今
治
小
松
自
動
車
道

広域農道

N

★
周ちゃん広場

48

15



R E A D E R S 通 信

編 集 後 記
今月の
クイズ

ま
し
た
。
遊
び
に
仕
事
に
と
や
り
た
い
こ
と
を
思
う
存

分
に
し
て
き
た
自
分
の
人
生
に
感
謝
し
、
私
も
新
し
い

自
分
に
向
か
っ
て
今
で
も
守
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
①
人
に
は
い
つ
も
や
さ
し
く
、
②
自
分
の
好
き
な

こ
と
・
趣
味
は
と
こ
と
ん
や
る
、
③
い
つ
も
笑
顔
を
忘

れ
な
い
こ
と
、
新
し
く
セ
ル
フ
ト
ー
ク
＝
私
は
キ
レ
イ

と
鏡
に
向
か
っ
て
恥
ず
か
し
い
け
ど
い
う
こ
と
に
し
ま

し
た
。
笑
顔
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
、
き
っ
と
続
け
て
や
っ

て
み
せ
ま
す
。
笑
…
そ
し
て
新
し
い
自
分
に
生
ま
れ
変

わ
っ
て
み
た
い
で
す
。
６
か
月
後
の
自
分
に
期
待
し
て

頑
張
っ
て
い
ま
す
。

	
	

（
西
条
市
・
高
橋　

千
代
美
さ
ん
）

●
エ
ッ
セ
ー
の
藤
崎
さ
ん
の
一
言
一
言
が
身
に
染
み
ま
し

た
。「
悩
む
な
ら
動
く
」「
い
つ
も
笑
顔
を
絶
や
さ
な
い
」。

今
日
か
ら
私
も
新
し
い
自
分
に
向
か
っ
て！
お
か
げ
で

一
歩
進
ん
だ
気
が
し
ま
す
。あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

頑
張
っ
て
笑
顔
の
習
慣
を
続
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

	
	

（
松
山
市
・
永
井　

朋
代
さ
ん
）

●
い
つ
も
表
紙
の
は
ら
ふ
み
さ
ん
の
絵
に
癒
さ
れ
ま
す
。

こ
ん
な
き
れ
い
な
風
景
に
囲
ま
れ
て
仕
事
し
て
い
る
事

を
い
つ
も
は
忘
れ
て
い
ま
す
が
、
改
め
て
自
分
の
お
か

れ
て
い
る
場
所
が
そ
う
な
ん
だ
と
思
う
と
幸
せ
に
包
ま

れ
ま
す
。

　

我
が
家
で
先
日
、
長
女
の
結
納
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
幸

せ
そ
う
な
娘
の
横
顔
を
見
て
、
相
手
方
の
ご
家
族
に
感

謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま
し
た
。や
っ
ぱ
り
、

昔
な
が
ら
の
儀
式
っ
て
い
い
も
の
で
す
。

	
	

（
八
幡
浜
市
・
井
上　

喜
美
さ
ん
）

●
表
紙
を
い
つ
も
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
５
月
号
の
蜂

の
巣
箱
を
手
入
れ
し
て
い
る
作
業
を
見
て
、
40
年
前
の

自
家
を
思
い
出
し
、
懐
か
し
く
な
り
ま
し
た
。
食
べ
物

の
ほ
と
ん
ど
は
自
家
製
で
、
は
ち
み
つ
も
そ
の
一
つ
で

し
た
。
惜
し
げ
も
な
く
毎
日
の
よ
う
に
口
に
し
て
い
ま

し
た
。
今
で
は
考
え
ら
れ
な
い
一
コ
マ
で
す
。

　

フ
ル
ー
ツ
ゼ
リ
ー
の
製
造
で
各
農
家
が
手
作
業
で
皮
を

む
き
、
一
房
一
房
を
ば
ら
し
た
状
態
で
集
荷
し
て
い
る

と
か
。
普
段
何
気
な
く
口
に
し
て
い
る
ゼ
リ
ー
が
こ
ん

な
に
も
手
間
暇
か
か
っ
て
い
る
と
は
思
っ
て
も
い
ま
せ

ん
で
し
た
。
改
め
て
Ｊ
Ａ
え
ひ
め
中
央
の
方
々
に
拍
手

を
送
り
た
く
な
り
ま
し
た
。

	
	

（
今
治
市
・
阿
部　

紗
弓
さ
ん
）

●
５
月
号
・
農
の
風
景
の
フ
ル
ー
ツ
ゼ
リ
ー
の
製
造
。ゴ
ー

ル
ド
キ
ウ
イ
と
ト
マ
ト
は
絶
対
に
食
べ
て
み
た
い
と
思

い
ま
し
た
。
今
か
ら
贈
答
用
に
い
い
で
す
ネ
。
き
っ
と

び
っ
く
り
す
る
と
思
い
ま
す
。

	
	

（
西
条
市
・
武
田　

五
月
さ
ん
）

●
裏
表
紙
で
紹
介
さ
れ
て
い
た
み
か
ん
ジ
ュ
ー
ス
。
今
年

も
待
っ
て
い
ま
し
た
。
今
年
は
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
に
な
っ

て
手
軽
に
な
り
ま
し
た
。
ち
ょ
っ
と
し
た
手
み
や
げ
に

も
使
っ
て
い
ま
す
。

　

夏
に
な
る
と
飲
料
が
ほ
し
く
な
る
家
庭
で
す
。「
Ｐ
Ｏ

Ｍ
塩
と
夏
み
か
ん
」
に
は
び
っ
く
り
。
塩
も
夏
み
か
ん

も
ど
ち
ら
も
身
体
が
欲
し
そ
う
な
飲
み
物
で
、
楽
し
み

で
す
。

	
	

（
八
幡
浜
市
・
岡　

夏
季
さ
ん
）

●
「
Ｐ
Ｏ
Ｍ
塩
と
夏
み
か
ん
」
飲
ん
で
み
た
い
で
す
。
ア

イ
ソ
ト
ニ
ッ
ク
タ
イ
プ
な
の
で
子
ど
も
に
も
持
た
せ
た

い
で
す
。
も
と
も
と
Ｐ
Ｏ
Ｍ
ジ
ュ
ー
ス
の
フ
ァ
ン
な
の

で
楽
し
み
で
す
。

	
	

（
西
条
市
・
伊
藤　

ち
え
み
さ
ん
）

●
果
樹
同
志
会
総
会
の
ニ
ュ
ー
ス
「
高
品
質
安
定
生
産
と

Ｔ
Ｐ
Ｐ
断
固
反
対
を
確
認
」を
興
味
深
く
読
み
ま
し
た
。

生
産
者
の
声
に
政
治
は
耳
を
傾
け
て
い
る
様
子
が
な
い

の
で
非
常
に
心
配
で
す
。

	
	

（
今
治
市
・
渡
部　

愛
子
さ
ん
）

●
藤
崎
さ
ん
の
エ
ッ
セ
ー
「
新
し
い
自
分
に
向
か
っ
て

…
」。
彼
女
が
人
生
に
お
い
て
守
っ
て
い
る
こ
と
を
私

に
あ
て
は
め
て
み
る
と
、②
の「
悩
む
な
ら
動
く
こ
と
。」

は
、
汗
を
流
し
て
働
き
、
そ
の
後
の
ス
ッ
キ
リ
感
で
ク

リ
ア
。
③
の「
い
つ
も
笑
顔
を
絶
や
さ
な
い
こ
と
。」は
、

笑
う
こ
と
が
好
き
だ
か
ら
、
こ
れ
も
ク
リ
ア
。
問
題

は
①
の
「
２
度
と
同
じ
失
敗
を
繰
り
返
さ
な
い
こ
と
。」

が
ど
う
も
…
。
よ
う
失
敗
し
ま
す
。
農
業
を
し
て
い
て

い
つ
も
思
っ
て
い
る
こ
と
は
、「
し
ん
ど
い
仕
事
を
明

る
く
楽
し
く
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
し
て
い
る
私
で
す
が
、

①
を
追
加
し
な
け
れ
ば
…
。
で
き
る
か
な
？　

で
き
そ

う
か
な
？
（
笑
）
で
き
た
ら
い
い
な
♪

	
	

（
今
治
市
・
田
村　

恵
美
子
さ
ん
）

●
ふ
る
さ
と
エ
ッ
セ
ー
は
大
好
き
で
す
。
読
ん
で
い
る
う

ち
に
心
ウ
キ
ウ
キ
楽
し
く
な
り
ま
し
た
。
藤
崎
さ
ん
の

え
ひ
め
結
婚
支
援
セ
ン
タ
ー
が
あ
る
の
も
初
め
て
知
り

ク
イ
ズ
に
正
解
し
た
方
の
中

か
ら
抽
選
で
、
図
書
カ
ー
ド

１
、０
０
０
円
分
を
10
名
様
に
さ
し
あ
げ
ま
す
。

プ
レ
ゼ
ン
ト

５
月
号
の
答
え
は
「
50
周
年
」
で
し
た
。

た
く
さ
ん
の
お
便
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

厳
正
な
抽
選
の
結
果
、
次
の
10
人
の
方
に
図
書
カ
ー
ド
１
、０
０
０
円

分
を
お
送
り
し
ま
す
。

竹
田
久
美
子
さ
ん
（
西
条
市
）　　

大
野　

朝
司
さ
ん
（
内
子
町
）

石
川
美
由
紀
さ
ん
（
四
国
中
央
市
）　

楠　
　

楠
子
さ
ん
（
松
山
市
）

井
上　

典
子
さ
ん
（
大
洲
市
）　　

藤
田　

早
紀
さ
ん
（
西
予
市
）

相
原　

靖
志
さ
ん
（
松
山
市
）　　

越
智　

修
三
さ
ん
（
今
治
市
）

阿
部　

知
晶
さ
ん
（
松
山
市
）　　

田
中　

友
美
さ
ん
（
今
治
市
）

当
選
者
発
表

締　

切　

り

平
成
25
年
８
月
17
日
（
当
日
消
印
有
効
）

発　
　
　

表
「
あ
ぐ
り
〜
ど
」
９
月
号
で
発
表
し
ま
す
。

折
り
込
み
ハ
ガ
キ
に
ク
イ
ズ
の

答
え
と
本
誌
に
対
す
る
ご
意

見
・
感
想
な
ど
を
お
書
き
添
え
の
上
、
ご
郵
送
く
だ
さ
い
。

応
募
方
法★「オレンジロード」の集大成

として、ＪＡ全農えひめは４
月14日の「オレンジデー」に
向けて様々なイベントを開催
しました（７ページで紹介）。
この他にオレンジデーに合わ
せてイベントを実施する百貨
店も出てくるなど、徐々にで
はありますが、記念日として
浸透しつつあります。また各
種媒体からＪＡ全農えひめに
問い合わせも入っており、「オ
レンジデーといえば愛媛＝柑
橘」といったイメージも定着
しつつあるようです。
　リーダーズ通信内のイベント
情報コーナーへの情報提供を
お願いします	 （正直）

『
ふ
れ
愛
・
媛
ポ
ー
ク
』
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
名
前
が
決

ま
り
ま
し
た
。
そ
の
名
前
（
平
仮
名
４
文
字
）
は
？  

「
○
○
○
○
」

★『ふれ愛・媛ポーク』のキャラ
クター名が「ひめとん」に決
まりました。ＪＡ全農えひめ
では、愛媛産かんきつの「オ
レンジェル」、伊予牛『絹の味』
の「ひめ丸」に続く、３番目
のキャラクター（着ぐるみ）で、
今後の活躍が期待されていま
す。
　「ひめとん」は、“お調子者で
甘えん坊”“好きな食べ物はみ
かん”。県内では知名度抜群の
「バリイさん」や「みきゃん」
が活躍していますが、先輩キャ
ラに追いつけるよう、ぜひ応
援してください。

（正直）
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〈材料・４人分〉　　※1人あたり約32kcal
長ナス	 ２本
赤いパプリカ	 1/2個
　醤油	 大さじ２
　ミリン	 大さじ１
　カレー粉	 小さじ１

〈作り方〉
①　ナスは薄切りにし、熱湯に油少々を加えて１
分弱茹でる。
②　紫玉ねぎは薄切りにして、水にさらした後、
水を切る。
③　オクラは塩もみをして１分弱茹で、２～３等
分に切る。アナゴは１～２㎝幅に切る。
④　①②③を混ぜ合わせて、Ⓐを合わせたドレッ
シングをかける。

※好みで、長ネギの千切りを添える。

ナスの和えもの 洋風焼ナスナスの揚げ煮

〈作り方〉
①　ナスは縦縞に皮をむき、４㎝長さに切り、縦
半分に切る。

②　ひき肉に生姜・長ネギ・Ⓐを加えて練る。
③　ナスの内側に小麦粉をはたいて②をはさみ、
油で揚げる。

④　鍋でⒷを沸かし、③を煮て、水溶き片栗粉で
とろみをつけ、火をとめる。

※盛りつけ時に大葉や紫玉ねぎの千切りなどを添
えると彩りもよい。

〈作り方〉
①　長ナスは直火で焼き、水に落として皮をとる。
②　水気を拭き取り、４㎝程度の長さに切る。
③　器に盛り、Ⓐを混ぜ合わせたカレー醤油をか
け、刻んだ赤いパプリカを散らす。

※赤いパプリカは生でも良いが、直火で真っ黒に
焼き、皮をむくとなお良い。

※長ナスは焼きにくければ、半分程度に切って焼
いても良い。

〈材料・４人分〉　　※1人あたり約56kcal
長ナス	 １本
油	 少々
アナゴ（又はウナギ）	 １本
紫玉ねぎ	 1/2個
オクラ	 ２本
　寿司酢	 適量
　レモン汁	 適量

〈材料・４人分〉　　※1人あたり約208kcal
長ナス	 １本程度
鶏ひき肉	 160ｇ
生姜（みじん切り）	 １かけ
長ネギ（みじん切り）	 10㎝
　酒	 大さじ１
　砂糖	 大さじ1/2
　塩	 少々
　ダシ	 200㏄
　醤油	 大さじ１
　ミリン	 大さじ１
水溶き片栗粉	 大さじ１～２
揚げ油	 適量
小麦粉	 適量

指導／学校法人愛媛学園　（愛媛調理製菓専門学校）大西　望先生

▲

（
左
）
ナ
ス
の
揚
げ
煮
、（
後
方
）
ナ
ス
の
和
え
も
の
、（
右
）
洋
風
焼
ナ
ス

Ⓐ

Ⓑ

Ⓐ

Ⓐ

①伯方の塩と瀬戸内産の夏みかんを使用した熱中症対策にぴったり
の飲料です。

②体液とほぼ等しい浸透圧に仕上げたアイソトニックタイプの飲料
です。

③カロリーが気になる人もゴクゴク飲みやすい、カロリーオフ仕上
げです。

④安心の原料で、お子様にも美味しく飲んでいただけます。

『伯方の塩と瀬戸内で育った夏みかんを使用』

〒791-8603　松山市安城寺町478番地　TEL：089-923-1500　FAX：089-924-0304
http://www.ehime-inryo.co.jp　（通販専用）http://www.pom-j.com
〒791-8603　松山市安城寺町478番地　TEL：089-923-1500　FAX：089-924-0304
http://www.ehime-inryo.co.jp　（通販専用）http://www.pom-j.com

好評発売中！　伯方塩業㈱「伯方の塩」とのコラボレート商品好評発売中！　伯方塩業㈱「伯方の塩」とのコラボレート商品好評発売中！　伯方塩業㈱「伯方の塩」とのコラボレート商品

POM 塩と夏みかんPOM 塩と夏みかんPOM 塩と夏みかん

【果汁10％未満】 490ml 900ml

いろんな調理法に応えてくれる
この夏いちおしの重宝モノ

今月の素材

長ナス（ナス）

NOW NOWCOOKING
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この冊子は再生紙を使用しています。

環境に配慮した植物油インキ
を使用しています。

すき焼＋しゃぶしゃぶ＋会席料理すき焼＋しゃぶしゃぶ＋会席料理
２つの味を食べ比べながら会席料理も楽しめます！！

鬼北産のぽん酢を使用

先着500名様に鬼北特産のゆずお菓子をプレゼント！！

もちろん
愛媛の柑橘デザート付き愛媛の柑橘デザート付き


